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市民の声を聞き・発信・行動します！

■1984 年 4 月 22 日　字石垣生まれ

略歴
■ 石垣小学校・石垣中学校 卒業
■ 沖縄県立 球陽高等学校 卒業
■ 法政大学 社会学部 社会学科 卒業
■ 法政大学大学院 博士後期課程 博士号取得
　 （国際日本学インスティテュート）

経歴
■ 日本学術振興会特別研究院 DC１
　 （社会科学 2010-12 年度）
■ 法政大学 社会学部 非常勤講師（2013-14 年度）
■ 『週刊金曜日』編集部（2013-17 年）

現在
■ 博士（学術）
■ 政治団体「プロジェクトレキオ」（2026 年～）
■ 石垣市議会（2018 年～）会派ゆがふ
■ 総務財政・経済民生・建設土木
　 （各常任委員会に従事した経験あり）

内原英聡（うちはらひでとし）

この島は、もっとよくなる
あなたと歩む石垣市！
この島は、もっとよくなる
あなたと歩む石垣市！

会派ゆがふ
政治団体プロジェクトレキオ



暮らしを守る。未来に備える。
さを実感できる石垣市へ。

市民のみなさまから寄せられた声を何よりも大切にし、
市議会から具体的で実効性のある政策提案を続けます。

● 救急・一次医療体制の充実・治療渡航費支援
● 介護・障害福祉の現場の声を制度につなぐ
● 夜も安心して歩き、安全に運転できる道の整備
● 公共交通の利便性向上で北・西部地区や免許返納者の移動支援
● 安全な水を守る上下水道の再整備・水質保全の徹底
● 市役所をもっと便利に（誰もが使えるデジタル化を推進）

いのちと暮らしを守る　今日を安心できる島へ

● 学校給食費の完全無償化と献立充実
● 島外派遣への渡航費支援をさらに拡充
● 老朽化した校舎の早期修繕と学習環境の整備
● 誰もが遊び、運動できるインクルーシブ公園づくりや器具の整備
● 子どもの権利を大切にするまち（安心して学び育つ環境づくり）

子ども・子育て支援　心おきなく挑戦できる環境を

災害に強く自然とともに生きる　すごしやすい島へ
● 気候変動への備え（緩和策・適応策）ですごしやすい島へ
● 防災・減災対策で災害からの回復力も強化
● 食料自給率の向上・エネルギーの地産地消
● ごみの減量と漂流・漂着ごみ対策を推進

地域の力を引き出す　地場産業・文化行政・地域活動
● 航空運賃・輸送コストのさらなる軽減
● 総合的な空き家対策・家賃支援など住環境の基盤整備
● 美崎町周辺の衛生環境を改善（防虫・悪臭対策など）
● 地元企業への優先発注・地元産品の優先使用を後押し
● 農林水畜産業　防疫対策の徹底・施設更新支援
● 物価高騰など見据えた林業・木工業の再興
● 手仕事を次世代へ継承し安定的産業へ
● 文化・芸能・芸術・学術・産業を通じた国内・国際交流を促進
● 博物館機能充実・公文書館整備促進（重要書類の適切な保存管理）
● 公民館活動への支援や各地区施設の修繕・建て替え支援を促進
● 民話・古謡・史跡など地域文化の継承と発信

● 軍事施設をめぐる環境汚染対策や事件事故防止、
 法令順守の徹底を求め、住民の負担軽減を図ります。

● 石垣島を取り囲む国防体制・住民保護政策について
 行政に透明性を求め、市民と情報共有し、生命・財産を守ります。

● 過去の戦跡や史料・証言を風化させず、
 平和への行動を絶やさず、非戦への揺るぎない思いを継承します。

非戦への誓い

より詳しい政策は HP にて！

これまでの取り組み（主な事例）

● 家庭用ごみ袋に「取っ手付き」の導入
● 学校修繕の効率化を目指す
 小規模工事等契約希望者登録制度の導入
● 小規模学校施設の利用料など
 ルール改正を提案／教育委対応

● 島外治療・通院を必要とする方々の
負担軽減―渡航費支援等段階的改善

● 市役所旧庁舎の樹木保全や
 強剪定しない市内の街路樹管理
● 旧市役所跡地の有効活用
 ( 暫定駐車場の整備など）

地域の方々のご尽力もあり実現した提案 提案中

市街地との格差是正・健康増進

気候変動対策
としても！

政策提案
内原ひでとし


